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＜連絡事項＞
・『新しい生活様式（コロナウイルス対策）における熱中症予防行動のポイント』についての情報提供がＷＩＺ掲示されています。各自確認お願いします。
＜患者様連絡事項＞
・折笠　健太郎様～本日13：30～区分認定調査あります。
・千葉　光弘様～本日10時、たいよう総合法律事務所の小西様来院。単独外出許可書のサインと、風疹予防摂取の許可頂き、病院の領収書と明細をお渡しする。

小遣い15000円を受け取るが、本人の所持金が45000円を超える事から、次回は所持金1万円を切る際に電話連絡して小遣い持参して頂く事となる。
・山下　幸子様～不穏時リスペリドン内用液（2㎎）20回分処方となっています。

＜要注目患者様＞

・山下　幸子様～坂本（福）様について、「昨日の夕方までは普通に話をしてくれたのに、施設の話をしたあとから急に避けられて、今日は変な手紙を渡されたんだけど。意味わかんなくてイライラする」と訴えています。スタッフ対応には「また時間が経てば元に戻るのかな？何回も繰り返して疲れる」と不満を訴えていますが傾聴で落ち着いています。
・森　ヒデ様～昨日夕から食事形態変更となり、食事の残食は見られるが捕食は摂取出来ています。本人からも不調の訴えはなく夜間も休めています。今朝は朝のみパン食へ変更したいと希望聞かれていますが、昨日食事形態を変更したばかりの為来週まで様子を見ることで同意されています。引き続き、食事摂取量低下による体重減少と合わせて、身体・精神症状も観察していきましょう。

・坂本　福子様～深夜帯にて、主治医から外出について診察時に許可となった事や、携帯電話の契約を急ぎたい等担当スタッフへ訴え聞かれています。外出制限が解除となっていない事や、携帯電話は急を要するものではない事を説明するが納得せず、スタッフと口論となっています。その後山下様へ中傷する内容の手紙を突きつける様子も見られ、一方的に他者と距離を置いている状態見られています。トラブルには至っていませんが、周囲の患者様へのケアと、本人がこれ以上関係をこじらせないよう介入を行っていきます。
＜安ヶ平Drケース・診察情報＞

・上村　みわ様～咳は出ない。食欲もあり、夜間の睡眠はとれている。足の疼痛は継続しており、右大腿部の疼痛を訴える。血圧は安定。体重を気にして食事量を減らしているが、痩せる事ができないと訴える。「知らないうちに結核にされました」と訴える。

予定変更　注射を打つ日：6/8（月）9（火）

背が伸びる日：6/11（木）
　　　　　　　　　　　　　退院：6/18（木）
・滝田　英人様～幻聴が強く昼食不食、介入にも易怒性あり。診察中も「書きますから」とメモとペンを取り上げ、「滝田和子24歳を家族として扶養者に入れて下さい。法律的に勝手に動いたそうです。妻になりました。何か問題がありましたら話して下さい」と訴え、主治医からの質問には怒鳴りつける。不整脈はないが、大声で退院させろと訴える事や、スタッフに対しての被疑的発言活発で「警察を呼んでいる」と訴え、カルテに記載する内容も支持する。不穏状態継続する場合には病棟移動も検討するよう指示あり。
・坂本　のり子様～胃潰瘍の薬が、ランソプラゾールとテプレノンカプセルが処方となっているが継続。夜間の睡眠はとれており、排泄状況も良好。気分は安定しており、手指のこわばりもない。
・沼端　恵子様～易怒性はなく夜間の睡眠はとれている。食欲も良好。作業療法では塗り絵を行っている。疼痛箇所はなく、足の軟膏処理は継続。
・中川原　義雄様～著変なし。たまに咳が出るが一発で治る薬はないか聞いたが、無いと言われた。気分は安定している。自宅へ電話すると娘に怒られるから、電話もしばらくかけていない。コロナウイルスの影響で遠方にいる兄弟の様子が気になる。スミルスチック1本処方。
・佐々木　悦子様～著変なし。処方継続。
＜馬渡Drケース・診察情報＞

・佐々木　淳様～最近は不機嫌さなく落ち着いている。施設の見学も進めているところ。処方は同内容で継続。
・原　吉郎様～状態変化なく、処方同内容で7日分処方。
・戸賀沢　潔様～他者からコーヒーをもらったことや、ゴミからコップを拾って飲水した事を報告。本人から盆外泊の希望聞かれているが、状況によると説明受けています。処方は継続。
・森　ヒデ様～最近は以前より食事量が減少し捕食追加となっている。本人に理由を尋ねたところ「すぐお腹いっぱいになるから」と。被害妄想は口頭では聞かれず。そのほか背中が痛いとのことで外用剤希望あり、ハップスター２Ｐ処方となっている。
＜皮膚科診察＞
・齋藤　光枝様～背部に多発性毛包炎診断あり。ナジフロクリーム1本処方となり、処置追加。
・千葉　光広様～仙骨部の発赤を診察して頂き、膿皮症と診断。処置追加となっています。
　　　　　　　
